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合成し，その性質，構造について基礎的な研究を行った。さらに， f 軌道を持つ希土類元素と環状 π共役有機化合物
との錯形成 (pπ イ π 相互作用)についても研究を行った。以下に概要をまとめた。
(1) 鎖状の共役ポリエン， Ph (CH = CH) n Ph (n = 2 , 3 , 4 , 5 , 6 , 7) と [RuCICp ・ J 4 (Cp. =pentamethylcyｭ
clopentadieny 1)および Ru (acac) 3 (acac = acety lacetona to) の反応により，ルテニウムの多核ポリエン錯体を系
統的に合成した。ルテニウムフラグメントの違い (Cp. および acac) により，ポリエンのルテニウムに対する配位様
式 (s-cis および s-trans) を制御できること，ポリエン中の全てのジエンユニットが金属に配位し，一部のジエンユ
ニットのみに配位した錯体は生成しないことを明らかにした。また， テトラエン錯体， {Ph(CH=CH) 4 Ph} 





{Ph(CH=CH) sPh} {Ru(acac) 2} 2 の両錯体のルテニウムフラグメントが，ポリエン配位子上を移動する現象を見い
だし， JHNMR を駆使することにより，その動力学的パラメーターを決定した。
(2) 環状ポリエン錯体として，電気的陽性なランタニド元素のシクロオクタテトラエニル錯体 [Ln( ド-Cs Hs) 
{(OP(NMe2) 3}nJ [Ln( ド-CsH s )2J (Ln=La , n = 4 ; Ln=Sm , n = 3) を新しい簡便な合成法であるランタニ
ド金属とシクロオクタテトラエンとの直接反応により合成することに成功し，その構造を明らかにした。









まず，鎖状共役ポリエン， Ph (CH = CH)nPh (n = 2 , 3 , 4 , 5 , 6 , 7) の多核ルテニウムポリエン錯体を系統
的に合成している。ルテニウムに結合している補助配位子の違いにより，ポリエンのルテニウムに対する配位様式














pπ-dπ および pπ イ π相互作用について新たな知見を得たものであり，博士(理学)の学位論文として価値あるもの
と認める。
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